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協会の 3つの基本方針…③ EBM（科学的根拠に基づく医療の提供）

“
原
子
力
村
”

一
掃
を

　
飯
田
氏
は
、
福
島
原
発
事

故
の
対
応
は
犯
罪
的
で
あ
り

“
原
子
力
村
”
に
か
か
わ
る

人
心
を
一
掃
す
る
べ
き
と
し

た
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
評
価

が
出
て
い
た
が
政
府
は
「
心

配
は
な
い
」
と
の
見
解
を
繰

り
返
し
、
住
民
避
難
は
後
手

に
回
り
、
放
射
性
物
質
拡
散

予
測
シ
ス
テ
ム
も
活
用
さ
れ

ず
、
原
子
力
の
専
門
家
集
団

は
全
く
機
能
し
な
か
っ
た
と

指
摘
し
た
。

　
続
い
て
、
電
力
需
給
問
題

の
カ
ラ
ク
リ
を
説
明
。
経
産

省
や
電
力
会
社
は
、
原
発
を

止
め
る
と
電
力
が
足
り
な
く

な
る
と
し
て
い
る
が
、
自
家

発
電
や
非
常
用
電
源
の
電
力

供
給
を
無
視
し
て
い
る
。
需

要
で
は
一
番
暑
か
っ
た
昨
年

の
夏
の
最
高
値
を
あ
げ
て
例

示
す
る
な
ど
「
原
発
を
止
め

る
と
電
力
が
足
り
な
い
」
と

い
う
ポ
ー
ズ
作
り
が
窺
え
る

と
述
べ
た
。

発
電
所
の
選
択

と
世
界
の
動
き

　
ま
た
、
原
発
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
ど
ち
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
す
る
こ

と
が
現
実
的
か
を
示
し
た
。

　
今
回
の
原
発
事
故
で
賠
償

金
二
〇
兆
円
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
原
子
力
損

害
賠
償
は
一
二
〇
〇
億
円
し

か
な
く
、
事
故
を
全
く
想
定

し
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
新
規
増
設
が
難

し
く
、
世
界
中
の
原
発
で
老

朽
化
が
進
み
、
順
次
廃
炉
に

な
っ
て
い
く
純
減
の
時
代
に

な
る
。
放
射
性
廃
棄
物
も

一
〇
万
年
、
安
全
に
保
管
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
て
ど

ち
ら
が
現
実
的
な
の
か
」
と

問
い
か
け
た
。

　
次
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
小
規
模
分
散
型
で
、
携
帯

電
話
や
テ
レ
ビ
と
同
様
に
、

今
後
、
普
及
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
値
段
が
下
が
る
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
「
高
い
・
頼
り

な
い
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面

が
強
調
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
全
て
技
術
的
対
応
が
可
能

だ
と
し
た
。

　
一
方
、
海
外
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
場
は
急
拡
大
し
て

お
り
、
投
資
額
は
、
〇
二
年

か
ら
一
〇
年
間
で
一
〇
倍
の

二
二
兆
円
に
増
え
「
グ
リ
ー

ン
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
」
と

い
う
言
葉
ま
で
生
ま
れ
て
い

る
。
特
に
風
力
は
近
年
で
は

倍
々
に
増
え
、
〇
四
年
の

五
〇
〇
万
Ｋ
Ｗ
か
ら
〇
九
年

は
三
五
〇
〇
万
Ｋ
Ｗ
を
越
え

た
こ
と
を
示
し
た
。

普
及
の
鍵
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
産
業
化

　
小
規
模
分
散
型
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
産
業
を
地
方

に
生
み
出
し
、
地
域
の
雇
用

を
生
み
出
す
。
例
え
ば
、
秋

田
県
で
は
年
間
一
〇
〇
〇
億

円
が
光
熱
費
。
こ
れ
を
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
え
ば
、
秋

田
県
か
ら
出
て
行
っ
て
い
た

一
〇
〇
〇
億
円
が
地
域
に
残

り
、
余
っ
た
電
力
を
売
る
こ

と
も
で
き
る
と
し
た
。

　「
東
京
が
地
方
を
植
民
地

に
す
る
こ
と
な
く
、
各
地
域

が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自

給
・
自
立
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
だ
」
と
述
べ
た
。

参
加
者
の

意
見
、
感
想

・
世
界
の
動
き
が
紹
介
さ
れ

て
良
か
っ
た
。
地
域
に
利
益

が
還
元
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
が
と
て
も
良
い
。（
医
）

・「
脱
原
発
」
は
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
決
し
て
非
現
実
的

な
こ
と
で
は
な
い
と
分
か
り

ま
し
た
。（
医
）

・
よ
り
多
く
の
人
に
原
発
の

危
険
性
、
原
発
が
な
く
て
も

電
気
が
ま
か
な
え
る
と
い
う

真
実
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
。（
歯
）

・
早
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
へ
方
針
転
換
す
べ
き
。
世

界
の
流
れ
を
取
り
入
れ
い
ち

早
く
政
策
を
進
め
る
べ
き
。

（
医
）

・
飯
田
さ
ん
の
お
話
は
大
変

論
理
的
で
、
説
得
力
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
講
演
内
容
を

原
子
力
関
係
で
仕
事
を
え
て

い
る
、
ま
た
は
、
原
発
が
あ

る
地
元
の
方
た
ち
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。（
医
）

・
御
用
学
者
の
意
見
に
毒
さ

れ
ず
に
い
く
の
は
む
ず
か
し

い
で
す
ね
。
本
当
に
い
い
話

で
し
た
。（
医
）

・
原
子
力
は
人
類
に
と
っ
て

は
禁
断
の
果
実
。
利
便
性
を

犠
牲
に
し
て
も
賄
え
る
電
力

で
生
活
す
る
こ
と
。（
医
）

　
二
回
目
の
あ
い
さ
つ
は
、

大
場
理
事
長
と
辻
研
究
部
員

が
立
っ
た
。大
場
理
事
長
は
、

会
員
や
市
民
ら
に
「
設
立

三
十
九
年
目
の
保
険
医
協
会

が
『
脱
原
発
』
の
方
針
を
決

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
は
可
能
で
あ
る
」

と
訴
え
た
。

　
ま
た
、映
画
終
了
後
に
は
、

大
震
災
直
後
に
撮
影
さ
れ
た

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
。
監
督

は
「
福
島
の
原
発
事
故
の
よ

う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
映
画
を
作
っ
て
き
た
」、

「
大
き
な
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
止

ま
ら
な
い
原
発
推
進
政
策
を

大
勢
の
小
さ
な
力
で
変
え
て

い
き
た
い
」、「
映
画
で
見
た

事
実
を
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
に

ブ
ン
ブ
ン
と
伝
え
て
欲
し

い
」
と
訴
え
た
。

　
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
多

く
の
協
力
が
あ
り
、
長
年
、

原
発
反
対
運
動
に
参
加
し
て

い
る
人
か
ら
原
発
に
初
め
て

疑
問
を
持
っ
た
人
ま
で
幅
広

い
層
の
参
加
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
の

感
想
や
意
見

・
祝
島
の
人
々
の
人
間
と
し

て
の
（
本
当
は
当
た
り
前
の

暮
ら
し
）
活
動
に
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。
そ
の
暮
ら
し
に

根
付
い
た
闘
い
が
強
さ
の
根

源
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。（
三
郷

市
）

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
実
践
は

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
が
「
で
き
る
」
こ
と
を
証

明
し
て
い
た
。
祝
島
の
人
達

の
こ
こ
ろ
い
き
、
情
熱
、
力

に
圧
倒
さ
れ
た
。「
や
る
気

が
あ
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
。」（
川
口
市
）

・
効
率
性
を
追
求
し
て
き
た

罪
。
正
直
、
今
回
の
事
故
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
「
安
全
」
と
い
う
く
く
り

に
あ
っ
た
か
ら
。
今
、
目
の

前
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
き

ち
ん
と
知
り
、
感
じ
る
こ
と

が
ご
く
自
然
に
「
脱
原
発
」

に
な
っ
て
い
る
。（
川
口
市
）

・
原
発
は
脱
す
る
べ
き
。
こ

れ
ま
で
は
漠
然
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
福
島
の
事
故
で
確

信
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
信
念
と
し
て
、
周
り

に
ブ
ン
ブ
ン
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
上
尾
市
）

・
今
、
私
は
日
本
に
い
る
の

で
、
内
側
の
視
点
で
原
発
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
け
れ

ど
、
世
界
の
人
々
の
考
え
を

聞
く
こ
と
で
、
違
っ
た
考
え

方
が
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。（
さ
い
た
ま
市
）

・
自
然
と
の
共
生
、
選
ぶ
未

来
、
持
続
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
問
題
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
電

力
の
自
由
化
、
ま
た
そ
の
た

め
の
働
き
を
さ
れ
る
方
を
応

援
し
た
い
。（
さ
い
た
ま
市
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
第
一
人
者
の
飯
田
哲

也
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長
を

招
聘
し
、「『
計
画
停
電
』
な
し
で
夏
は
乗
り

切
れ
る
～
脱
原
発
は
本
当
に
可
能
か
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
開
催
し
、
四
四
人
が

参
加
し
た
。

　
飯
田
氏
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
予
想
を

踏
ま
え
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
し
て
い

く
道
筋
を
示
し
、
世
界
市
場
の
広
が
り
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
産
業
発
展
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。
講
演
会
の
詳
し
い
内
容
は
来

月
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

世界の潮流は自然エネルギー
脱原発・公開勉強会を開催 　協会は福島原発事故を受け県民・国民の健

康を守る立場から「脱原発」の方針を掲げた。
　7月 2日、9日と 2 週連続で開催した公開
勉強会の様子を報告する。
　今後、協会では、勉強会の参加者から寄せ
られた意見や感想を取り入れ、脱原発の取り
組みを進めていく。

講演する飯田哲也氏

壇上で挨拶する中央・辻研究部員、左・大場理事長、右・
青山副理事長

事
実
を
知
っ
て

“
ブ
ン
ブ
ン
”と
伝
え
よ
う

飯田哲也氏講演 自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
広
が
り

地
域
に
利
益
“
小
規
模
分
散
発
電
”

　「
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と
地

球
の
回
転
」
の
上
映
会
を
開

催
し
た
。
映
画
は
、
震
災
前

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
祝

島
の
原
発
反
対
運
動
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
立
に
取
り
組
む
人
々
を

描
い
た
、
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
巡
る
物
語
で
あ
る
。

　
七
月
九
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
国
際
会
議
室
に
て

二
度
上
映
し
、
会
員
や
ス

タ
ッ
フ
、
市
民
な
ど
合
計
で

二
五
〇
人
が
参
加
し
た
。

　
一
回
目
の
あ
い
さ
つ
は
山

崎
常
任
理
事
が
壇
上
に
立
ち
、

「
春
の
停
電
が
診
療
活
動
に
大

き
な
支
障
を
及
ぼ
し
た
が
、

そ
の
こ
と
が
原
発
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

と
、
今
回
の
上
映
会
開
催
の

経
過
を
紹
介
し
た
。

ミツバチの羽音と地球の回転　上映会

開催日　11月5日（土）、6日（日）
会　場　さいたま市民会館うらわ
　　　　さいたま市浦和区仲町2-10-22
　　　　※ JR浦和駅西口より徒歩7分

 11/5　12:30 〜 18:00
○記念シンポジウム
　「放射能被ばくと医の倫理」
　シンポジスト
　　肥田舜太郎氏（被爆医師）

　　田中熙巳氏（被団協事務局長）

　　大久保賢一氏（日本反核法律家協会事務局長）

○核兵器廃絶に向けた国会議員シンポジウム
　国会議員（各党から参加予定）
　コーディネーター
　　梅林宏道氏（ピースデポ特別顧問）

 11/6　09:15 〜 13:00
○第1分科会「被爆者医療について」
○第2分科会「福島原発事故問題について」
○第3分科会「内部被ばくについて」

第22回「核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい in埼玉」

この世界に核兵器も原発も入らない
彩の国から核兵器禁止条約の制定を


